
令和２年度ＮＩＣＵ等入院児の在宅移行支援の取組 
 

  

ＮＩＣＵ入院児支援コーディネーターを配置し、早期から在宅への移行支援を行うことにより、家族

の療養環境の整備とＮＩＣＵ等病床の確保を図る。 

＜ＮＩＣＵ等入院児支援コーディネーターもしくは同等の役割を担う職員の配置状況＞ 

【令和２年度】  27 施設／31 施設 

（内訳） 総合周産期母子医療センター  13 施設／13 施設 

地域周産期母子医療センター  13 施設／14 施設 

周産期連携病院         1 施設／ 4 施設 

（１）ＮＩＣＵ入院児支援コーディネーター配置促進 
 

ＮＩＣＵ・ＧＣＵと在宅療養の間に中間病床として在宅移行支援病床を設置し、在宅療養等へ向

けた準備（訓練等）を行い、運営することにより、ＮＩＣＵ等長期入院児の在宅療養等への円滑な

移行の促進を図る。 

【令和２年度実績】 13 施設 51 床（都立含む）  

（内訳） 総合周産期母子医療センター      5 施設（31 床） 

      地域周産期母子医療センター      4 施設（12 床） 

          周産期連携病院            2 施設（ 4 床） 

     指定二次救急医療機関（小児）     2 施設（ 4 床） 

 

（３）在宅移行支援病床運営事業 

 

ＮＩＣＵ入院児支援コーディネーターや、その業務を担っている看護師、助産師、ＭＳＷ等を対象と

して、各施設の取組の情報共有や退院支援に関わる資質向上を図る。 

令和 2 年度は小児等在宅移行研修（保健師研修）と合同で WEB 開催とした。 

開催日 テーマ 参加状況 

10 月 29 日

（木曜日） 

15:00～

16:30 

NICU等入院児の在宅移行支援について 
～災害時個別支援計画の作成を通した地域と医療機関の連携～ 
①医療的ケア児の災害対策について                                  
都立小児総合医療センター在宅診療科・神経内科医長 冨田 直 氏 

②災害時個別支援計画の作成を通した地域と医療機関の連携 
都立墨東病院NICU入院児支援コーディネーター 林 理佳 氏 
墨田区保健所本所保健センター保健指導係 金子 瑞穂 氏 

③東京都在宅人工呼吸器使用者災害時支援指針改訂に基づく災害時個別支援 
計画作成のポイント                         
福祉保健局保健政策部疾病対策課在宅難病事業調整担当 佐藤 文 氏 

56 人/ 

24 施設 

 

 

東京都周産期母子医療センター、周産期連携病院及び東京都こども救命センター（以下「周産期センター等」という。）におけるＮＩＣＵ・ＰＩＣＵ等入院児の在宅療養への円滑な移行を促進するとともに、在宅移行後

の地域における児の安心・安全な療養生活の実現を図るため、周産期センター等、その他の病院、診療所、保健所及び区市町村等における医療・保健・福祉従事者に対して、研修会を実施することにより、ＮＩＣＵ・Ｐ

ＩＣＵ等入院児の円滑な在宅移行を担う人材と、移行後に必要な医療・保健・福祉サービスを担う人材の育成を図る。 

区分 目 的 開催日 内容 講師等 参加人数 

診療所等医師 

○小児在宅医療の実際を体験し、小児

在宅医療及び小児在宅移行を担う医師

の確保及び質の向上を図る。 

①訪問診療同行（1 日、3 か月コース） 

令和 2 年 9 月～令和 2 年 12 月 

○小児の訪問診療の同行（呼吸・循環管理、栄養管理、

在宅生活支援、家族支援等の見学） 

○小児在宅医療における診療報酬等に関する講義 医療法人財団はるたか会 

あおぞら診療所墨田                        

1 日：13 人 

（診療所 5、病院 8） 

3 か月：3 人 

（診療所 1、病院 2） 

②スキルアップ 

令和 2 年 11 月 3 日（火） 
○小児の在宅医療に必要な最新の知識・技術 80 人（集合研修） 

指定二次救急 

医療機関等 

○在宅におけるケアの実際を知り、退

院支援及び退院後のレスパイトケア等

の支援に資する。 

①訪問看護事業所 

令和 2 年 10 月～ 令和 2 年 12 月 

○訪問看護・訪問リハビリの同行 

○児童発達支援サービス事業所の見学等                     

公益財団法人日本訪問看護財団立 

あすか山訪問看護ステーション 

（児童発達支援事業所楽患ニーニョ） 

8 人（6 施設） 

COVID-19 の為 3 名中止 

②療育センター ○重症心身障害児等の療育と支援 都立東部療育センター COVID-19 の為中止 

多職種合同 
○小児の在宅移行支援を担うリーダー

的職員の育成 
令和 2 年 10 月 24 日（土）・25 日（日） ○小児在宅医療の現状と多職種連携の意義と理念 他 

医療法人財団はるたか会理事長   

前田浩利氏 他 5 名 

1 日目 115 人（WEB） 

2 日目 119 人（WEB） 

保健師 

○こども救命センター、周産期母子医

療センター等と連携を図りながら、地

域における支援を強化する。 

令和 2 年 10 月 29 日 
NICU 入院児支援コーディネーター連絡会と合同開催 

内容は(2)NICU 入院児支援コーディネーター連絡会と同様 
21 人（WEB） 

 

（２）ＮＩＣＵ入院児支援コーディネーター連絡会 

（６）小児等在宅移行研修事業 

 

ＮＩＣＵ等長期入院児の在宅医療中の定期的医学管理及び保護者の労力の一時支援を行う。 

【令和２年度実績】 24 施設 51 床 （都立含む）       

（内訳） 総合周産期母子医療センター      6 施設（20 床）  

     地域周産期母子医療センター       9 施設（17 床） 

     周産期連携病院            4 施設（ 7 床） 

  指定二次救急医療機関（小児）     5 施設（ 7 床） 

 

（４）在宅療養児一時受入支援事業 

 

ＮＩＣＵ等入院児の外泊訓練等を支援する周産期母子医療センター等及び訪問看護事業所に対し

経費を補助することにより、在宅療養への円滑な移行及び退院後の安定した生活の継続を支援する。 

【令和２年度実績】 

       周産期母子医療センター       実績 3／申請 17 施設 

       訪問看護ステーション         実績 24／申請 73 施設 

（5）ＮＩＣＵ等入院児在宅移行支援事業 

参考資料９ 


